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健康長寿のまち・京都
いきいきポイント
・主体的に楽しみながら健康づくりに取り組むことができるよう，日々の
健康づくりの活動を「健康ポイント」として「見える化」することで
達成感を得つつ習慣化を図るとともに，一定の活動成果によって抽選で
プレゼントが当たる仕組みの事業

・参加者自身が目標を定める毎日の健康づくりや，各種健診の受診，健康
につながるお出かけなどの取組成果を「いきいきポイント手帳」に記録
することで，自己申告により「健康ポイント」を貯め，５０ポイント
以上貯まればプレゼントに応募することできる

・歩数が自動で記録されるなど，健康づくりの記録が手軽にできる
スマートフォンアプリ「健康長寿のまち・京都いきいきアプリ」もリリース



令和元年度

平成28年度 平成30年度平成29年度

令和2年度 いきいきアプリ

いきいきポイントの変遷



プレゼント応募件数の推移
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応募総数 １回あたりの平均応募件数

平成29年度の
約3倍

平成28年度の
約5倍



いきいきポイントの方向性
・自己申告制でポイントを貯めていく仕組みであるため，健康づくりに
つながっているか客観的に把握することができない。

・健康づくり自体，「健康になった」と自覚するまでに時間がかかる。

・客観性がある健康づくりを提供することで習慣化につなげる。
・「統合データ」やIoT/ICTを活用して，産官学連携により実効性が高い
健康づくりについて研究し，医療・介護費の削減効果やＥＢＰＭが計れる
ものに再構築する。



京都市民等
（健康づくり無関心層を含む）

老人福祉
センターの事業

高齢者筋力
トレーニング

教室
介護予防推進
センターの事業

保健福祉
センターの事業

直接または各事業
を通じて参加

プレゼント
当選

自分で目標を立てて自己
申告でポイントを貯めて
いく方式であり，事業に
参加しやすくきっかけと
しては優れている反面，
客観的に効果を実証でき
ない。

１階部分

「いきいきポイント」を
通じて健康づくりに関心
を持った市民に対して，
実効性かつ客観性がある
健康づくりを提供し習慣
化につなげることで，医
療費の削減に繋げるとと
もに，事業で得られる
データと京都市の統合Ｄ
Ｂを合わせて産官学が連
携して分析・研究した結
果を社会実装していくこ
とで，健康長寿社会の実
現を目指していく。

２階部分

京都市民
（健康づくり関心期及び準備期の市民）

いきいきポイント参加者へ周知

健康長寿のまち・京都 いきいきポイント【従来部分】

新いきいきポイント仮称）【新設】
※IoT/ICTを活用して，医療・介護費の削減効果や

EBPMが計れるものとする
（例）スマートフォンアプリの活用

IoT機器と連携した健康教室・健康相談
ICTを活用した在宅しつつ社会参加できるプログラム

事業やＤＢから
得られたデータ

【京都市医療介護統合DB】
住基情報(147万件),死亡個票(1万件/
年）,国保･後期･介護レセプト(1300
万件/年),国保･後期健診(9万件/年),
介護認定(7万件/年）等の統合DB

京都市

共同研究・検証(産官学)

各社の
事業に
活用

参加 インセンティブ還元

【新いきいきポイント全体イメージ】

今回公募する
民間企業・NPO・
大学・研究機関等

健康長寿
社会の実現
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